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安全な次世代モビリティの実現に向けて 
自動車技術が高度化するにつれ、車両の脆弱性を標的にしたハッキングや
不正アクセスなどのセキュリティ脅威が増しています。そして、自動車における
サイバーリスクにどう対応していくかは自動車メーカーのみならず、
部品サプライヤー、サービス事業者を含む自動車業界全体の課題となっています。 
アウトクリプトは唯一無二の自動車サイバーセキュリティソリューションを
提供する「自動運転セキュリティ企業」です。自動運転における安定かつ
信頼性の高い通信ネットワークの確保を目指し、2007年からコネクテッドカー向け
セキュリティ技術の研究開発に取り組み、2015年世界初となる自動車セキュリティ
ソリューション 「AutoCrypt」をリリースしました。 
当社は自動車サイバーセキュリティ分野で15年以上の経験と専門性を有し、
自動運転時代の必須なセキュリティの確保とMaaS基盤の拡大など、
移動にまつわる課題解決に向けた最適なソリューションを提供しています。 

特許出願件数 

AutoCrypt V2Xが守っている スマート道路

韓国のC-ITS構築 プロジェクト受注

2028年までにAutoCrypt IVSが 搭載される車両台数

60+

5,000km

100%

50 million

名称 
  

アウトクリプト株式会社
AUTOCRYPT Co., Ltd.

In-Vehicleセキュリティ V2Gセキュリティ

V2Xセキュリティ テスティング、コンサルティング 

代表者
設立年月日 
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金 義錫 
2019年8月23日 
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国際基準に準拠した効率的な 自動車サイバーセキュリティ構築 

CSMS構築コンサルティングとセキュリティ教育 
 自動車サイバーセキュリティ分野で長年培ってきた研究・開発技術を基にOEMとサプライヤーの法令遵守をサポートします。車両型式認定(VTA)で型式許可を受けるために必要な分析(TARA)および車両ライフサイクル全体にわたる サイバーセキュリティ構築、セキュリティ教育やテストサービスを提供します。 

In-Vehicle Security for SDV 
アウトクリプトの自動車サイバーセキュリティは UN-R155/156およびISO/SAE 21434規定に準拠した車載セキュリティが構築できるよう、包括的かつ柔軟な支援を提供しています。

Production Key
製造工程における暗号鍵の生成・使用 ・保管・更新・配布・破棄までの ライフサイクル全体にわたって安全かつ効率的な鍵管理と運用を実現する 統合型鍵管理ソリューションです。

UN-R155、 ISO/SAE 21434基準を満たすために必要なサイバーセキュリティテスティングプラットフォームと専門的なツールを提供します。
自動車向け分析ツール 



SDV向け安全な通信環境を確立する 
V2Xセキュリティ V2Xセキュリティ＆C-ITS向けCAVs

アウトクリプトの優れた暗号化および認証技術で快適なV2X通信の実現をサポートします。

デジタルキー 
CCCデジタルキーに準拠した認証プロトコルによる安定性と拡張性を備えた相互運用システム構築で利便性と信頼性が両立したデジタルキーソリューションを提供します。

遠隔型自動運転 
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